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小型のデプスカメラを用いた覚醒度低下検出 
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In recent years，numbers of traffic accidents are caused by drowsiness during vehicle driving． 
A method to detect arousal reduction includes ones utilizing biometric information．In this study， 
RealSense was employed because of easy setting and non-contact．To avoid danger in the public 
road，the driving simulator was used．Then，the detection of arousal reduction was performed 
from the acquisition of the head sway using RealSense．The author compared head sway due 
to low arousal with brake reaction time，frequency of subsidiary behavior and subjective arousal 
level．Normally，I aimed to make automatic detection of head motion，however that is the only 
thing I display position coordinate．  











































今回実験に使用する Intel 製の RealSense





この RealSense は，深度センサ，RGB セン
サ，IR 投射器を搭載し ，電源供給やデータ
のアウトプットは全て USB で行う事ができ
る．図 1 に RealSense カメラ本体の外観を示
す． 
本研究の頭部動作の測定には，Intel 製の
RealSense Viewer を使用した．Viewer は，
RGB，赤外線，深度情報を取得する事が可能




800)と表示される．Viewer 左上の Record ボ
タンを押すことで画面の録画が始まり，bag
ファイル(動画)形式で PC 上に保存される．こ






図 1 Intel RealSense Depth Camera D435 
 
 












 図 3 本研究に使用した模擬車体 
 
プロジェクタにより前方に投影する動画は，
片側 3 車線の高速道路を走行している CG 映
像であり，自車が中央車線を時速 60km で，
乗用車が車間距離 30m で左車線を時速 40km
で走行している．18s 間に 4 台の車の右車線



































































の結果を図 7 に示す．途中約 60 分から 80 分
の間は測定実験の休憩を意味している． 
 
図7 覚醒度評価器を用いた主観的覚醒度の変         




8 に示す．途中約 60 分から 80 分の間は測定
実験の休憩を意味している．図の頭部動揺の
値は x 軸(横)方向と y軸(縦)方向の頭部の動き
を合成し，1 分ごとに標準偏差で表わしたも
のである．画面上の頭部動揺の単位である







本研究では，5 種の副次行動を 1 分ごとにそ





は 5 の覚醒度が高い状態(0 分から 12 分)と 1
もしくは 2 の覚醒度が低いと考えられる区間
(121 分から 133 分)で標準偏差を比較すると，

















図 8 被験者 A の頭部動揺とブレーキ反応時
間の関係 
 
図 9 被験者 A の頭部動揺と副次行動の発生
頻度の関係 
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